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小テスト6.1 （解答）

平均値の値は 0,
0.2, 0.4・・と0.2
刻みの値をとる

平均値の値は
0, 0.2, 0.4・・と

をとる

そこでデータ区間
も０～1を

5回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

平均値の値は 0,
0.2, 0.4・・と0.2
刻みの値をとる

平均値の値は
0, 0.2, 0.4・・と

0.2刻みの値
をとる

そこでデータ区間
も０～1を

5回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

平均値の値は 0,
0.2, 0.4・・と0.2
刻みの値をとる

平均値の値は
0, 0.2, 0.4・・と

0.2刻みの値
をとる

そこでデータ区間

も０～ 1を0.2刻
みとする．

5回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

平均値に０が出た回数を数えて，
1000で割り，1000組み中の

を求めている．

5回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

平均値に０が出た回数を数えて，
1000で割り，1000組み中の

０の出た割合を求めている．

5回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

平均値に0.2が出た回数を数えて，
1000で割り，1000組み中の

を求めている．

5回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

平均値に0.2が出た回数を数えて，
1000で割り，1000組み中の

0.2の出た割合を求めている．

5回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

=NORMDIST(B15+0.1,$B$3,$C$3,1)
-NORMDIST(B15-0.1,$B$3,$C$3,1)
平均0.5, 標準偏差0.2236の正規分布におい
て，

を求めている．

コインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

コインを投げる試行を1000組行う

=NORMDIST(B15+0.1,$B$3,$C$3,1)
-NORMDIST(B15-0.1,$B$3,$C$3,1)
平均0.5, 標準偏差0.2236の正規分布において，

-0.1～0.1の値の出る確率
を求めている．
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小テスト6.1 （解答）

=NORMDIST(B16+0.1,$B$3,$C$3,1)
-NORMDIST(B16-0.1,$B$3,$C$3,1)
平均0.5, 標準偏差0.2236の正規分布におい
て，

を求めている．

コインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.1 （解答）

=NORMDIST(B16+0.1,$B$3,$C$3,1)
-NORMDIST(B16-0.1,$B$3,$C$3,1)
平均0.5, 標準偏差0.2236の正規分布において，

0.1～0.3の値の出る確率
を求めている．

コインを投げる試行を1000組行う
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(              ,$B$3,$C$3,1)

NORMDIST(             ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.01.0 ≤< x

=NORMDIST(              ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率1.0≤x

=NORMDIST(                 ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.0≤x
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(              ,$B$3,$C$3,1)

NORMDIST(             ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.01.0 ≤< x

=NORMDIST(              ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率1.0≤x

=NORMDIST(                 ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.0≤x

x

x

x
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.0≤x

=NORMDIST(              ,$B$3,$C$3,1)
NORMDIST(             ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.01.0 ≤< x

=NORMDIST(              ,$B$3,$C$3,1)
の値の出る確率1.0≤x
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1)
の値の出る確率3.0≤x

=NORMDIST(0.2-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率1.0≤x

=NORMDIST(              ,$B$3,$C$3,1)
NORMDIST(             ,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.01.0 ≤< x
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1)

- NORMDIST(0.2-0.1,$B$3,$C$3,1)
の値の出る確率

=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1)
の値の出る確率3.0≤x

3.01.0 ≤< x

=NORMDIST(0.2-0.1,$B$3,$C$3,1)
の値の出る確率1.0≤x
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正規分布の確率の棒グラフの作成
=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1) - NORMDIST(0.2-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率
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正規分布の確率の棒グラフの作成
=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1) - NORMDIST(0.2-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率

x
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正規分布の確率の棒グラフの作成
=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1) - NORMDIST(0.2-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.01.0 ≤< x

x
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正規分布の確率の棒グラフの作成
=NORMDIST(0.2+0.1,$B$3,$C$3,1) - NORMDIST(0.2-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率3.01.0 ≤< x

x

平均値
に0.2が
出た割
合
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(0.4+0.1,$B$3,$C$3,1) 
-NORMDIST(0.4-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率
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正規分布の確率の棒グラフの作成

x

=NORMDIST(0.4+0.1,$B$3,$C$3,1) 
-NORMDIST(0.4-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(0.4+0.1,$B$3,$C$3,1) 
-NORMDIST(0.4-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率
5.03.0 ≤< x

x
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正規分布の確率の棒グラフの作成

=NORMDIST(0.4+0.1,$B$3,$C$3,1) 
-NORMDIST(0.4-0.1,$B$3,$C$3,1)

の値の出る確率
5.03.0 ≤< x

x

平均値に
0.4が出た
割合
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小テスト6.2 （解答）

50回のコインを投げる試行を1000組行う
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小テスト6.2 （解答）

平均値の値は・・056,
0.58, 0.6, 0.62・・と
0.02刻みの値をとる

そこでデータ区間
も０～1を0.02刻み
とする．

平均値の値は・・056,
0.58, 0.6, 0.62・・と
0.02刻みの値をとる
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小テスト6.2 （解答）

平均値に０が出た回数を数えて，
1000で割り，1000組み中の０の出
た割合を求めている．
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小テスト6.2 （解答）

平均値に0.2が出た回数を数えて，
1000で割り，1000組み中の0.2の出
た割合を求めている．
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小テスト6.2 （解答）

=NORMDIST(B60+0.01,$B$3,$C$3,1)
-NORMDIST(B60-0.01,$B$3,$C$3,1)
平均0.5, 標準偏差0.0707の正規分布におい
て，-0.01～0.01の範囲の値の出る確率を求
めている．
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小テスト6.2 （解答）

=NORMDIST(B61+0.01,$B$3,$C$3,1)
-NORMDIST(B61-0.01,$B$3,$C$3,1)
平均0.5, 標準偏差0.0707の正規分布におい
て，0.01～0.03の範囲の値の出る確率を求
めている．
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各組の試行回数を増やすことで分かったこと
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50回／組 μ = 0.5, σ = 0.0707

各組の平均値の
とる値の範囲は，
試行回数を増や
すと狭まってい
く．

5回／組 μ = 0.5, σ = 0.2236

20回／組 μ = 0.5, σ = 0.1118
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各組の試行回数を増やすことで分かったこと
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50回／組 μ = 0.5, σ = 0.0707

各組の平均値の
とる値の範囲は，
試行回数を増や
すと狭まってい
く．

たくさん試行す
るほど平均値は
ばらつかなくな
る．

5回／組 μ = 0.5, σ = 0.2236

20回／組 μ = 0.5, σ = 0.1118
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各組の試行回数を増やすことで分かったこと
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各組の試行回数を増やすことで分かったこと
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5回／組 μ = 0.5, σ = 0.2236

μ = 0.5

σ = 0.2236 σ = 0.2236
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20回／組 μ = 0.5, σ = 0.1118
36

各組の試行回数を増やすことで分かったこと

μ = 0.5
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20回／組 μ = 0.5, σ = 0.1118
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各組の試行回数を増やすことで分かったこと

μ = 0.5

σ = 0.1118 σ = 0.1118



0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

0
0.0

6
0.1

2
0.1

8
0.2

4 0.3 0.3
6

0.4
2

0.4
8

0.5
4 0.6 0.6
6

0.7
2

0.7
8

0.8
4 0.9 0.9
6

頻度

理論値

50回／組 μ = 0.5, σ = 0.0707
38

各組の試行回数を増やすことで分かったこと

μ = 0.5
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50回／組 μ = 0.5, σ = 0.0707
39

各組の試行回数を増やすことで分かったこと

μ = 0.5

σ = 0.0707 σ = 0.0707
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50回／組 μ = 0.5, σ = 0.0707
40

各組の試行回数を増やすことで分かったこと

μ = 0.5

σ = 0.0707 σ = 0.0707

標準偏差
σ は ば ら

つきの指
標



μ = 0.5, σ = 0.2236のとき
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標準偏差σ

μ 

σ σ

μ±σ の範囲の

値をとる確率
は

標準偏差 σ は

ばらつきの指
標



μ = 0.5, σ = 0.2236のとき
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標準偏差σ

μ 

σ σ

μ±σ の範囲の

値をとる確率

は68.3%

標準偏差 σ は

ばらつきの指
標
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標準偏差σ

μ 

2σ 2σ

μ±2σの範囲の

値をとる確率
は

標準偏差 σ は

ばらつきの指
標
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標準偏差σ

μ 

2σ 2σ

μ±2σの範囲の

値をとる確率

は95.4%

標準偏差 σ は

ばらつきの指
標
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疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治

薬の効き具合は70%だ

70%はどの程度信頼でき
るのか？

薬が効く真の確率を （例えば0.7）
とすると，
効かない真の確率は （1 - 0.7 = 0.3)

有効率 = と定義すると，

有効率はどのような分布となるか？

有効率（薬の効き具合）
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薬の効き具合は70%だ

70%はどの程度信頼でき
るのか？

薬が効く真の確率を p0 （例えば0.7）
とすると，
効かない真の確率は （1 - 0.7 = 0.3)

有効率 = と定義すると，

有効率はどのような分布となるか？

有効率（薬の効き具合）

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治
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薬の効き具合は70%だ

70%はどの程度信頼でき
るのか？

薬が効く真の確率を p0 （例えば0.7）
とすると，

効かない真の確率は1- p0 （1 - 0.7 = 0.3)

有効率 = と定義すると，

有効率はどのような分布となるか？

有効率（薬の効き具合）

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治
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有効率（薬の効き具合）

薬の効き具合は70%だ

70%はどの程度信頼でき
るのか？

薬が効く真の確率を p0 （例えば0.7）
とすると，
効かない真の確率は 1- p0 （1 - 0.7 = 0.3)

有効率 = と定義すると，

有効率はどのような分布となるか？

完治したマウスの数
疾患マウス の全数

疾患マウス

10匹

薬剤A投与

7匹完治
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薬が効く真の確率を p0とする．
効かない真の確率は 1- p0

10匹のマウスに薬を投与したとして，薬の効いたマウ
スを１，効かなかったマウスを0で表示して，さらに
薬の効いたマウスの比率を表示する．

（
）

有効率（薬の効き具合）
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薬が効く真の確率を p0とする．
効かない真の確率は 1- p0

10匹のマウスに薬を投与したとして，薬の効いたマウ
スを１，効かなかったマウスを0で表示して，さらに
薬の効いたマウスの比率を表示する．

（コイン投げは p0 = 0.5の場合

に相当する．）

有効率（薬の効き具合）
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=AVERAGE(B6:B15)

RAND() は

の乱数xを生成する．
RAND() +$C$3 は

の乱数xとなる．
INT(RAND()+$C$3)は

を 0

を １
とする．1の出る確率は0.7となる．

p0
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=AVERAGE(B6:B15)

RAND() は

の乱数xを生成する．
RAND() +$C$3 は

の乱数xとなる．
INT(RAND()+$C$3)は

を 0

を １
とする．1の出る確率は0.7となる．

p0

=INT(RAND()+$C$3)
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=AVERAGE(B6:B15)

RAND() は0 < x < 1
の乱数xを生成する．
RAND() +$C$3 は

の乱数xとなる．
INT(RAND()+$C$3)は

を 0

を １
とする．1の出る確率は0.7となる．

p0

=INT(RAND()+$C$3)
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=AVERAGE(B6:B15)

RAND() は0 < x < 1
の乱数xを生成する．
RAND() +$C$3 は

0.7 < x < 1.7
の乱数xとなる．
INT(RAND()+$C$3)は

を 0

を １
とする．1の出る確率は0.7となる．

p0

=INT(RAND()+$C$3)
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=AVERAGE(B6:B15)

RAND() は0 < x < 1
の乱数xを生成する．
RAND() +$C$3 は

0.7 < x < 1.7
の乱数xとなる．
INT(RAND()+$C$3)は

0.7 < x < 1 を 0

1 < x < 1.7 を １

とする．1の出る確率は0.7となる．

p0

=INT(RAND()+$C$3)
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小テスト7.1

マウス10匹に対する投与実験を1000組繰り返し
たら，有効率はどのような分布となるか？
有効率の頻度を求め，横軸を0から1まで0.1刻み

として頻度グラフを描け．ただし，薬の効く確
率p0 = 0.6とせよ．

次に，有効率のばらつきの理論値のグラフを並
べて描け．
平均： µ = p0 標準偏差：

である．ただし，n: マウスの数である．

npp /)1( 00 −=σ
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